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◇r写真で構成する一頁もの｣の原稿をいろいろな方に

お願いしてきましたカミ,このほど第一報が石原所長よ

り届き,さっそく今月号に掲載致しました.この原稿

は,多忙たところを無理にお願いして書いて頂いたも

ので,PHOTOEYEという名称も所長の提案により

ます.この欄に,引続きいろいろた写真が投稿される

ことを期待します･写真はクロｰズアップに限りませ

んが,白黒印刷たので,構図の面白い画材が良いでし

ょう.

◇rIGC事務局ニュｰス｣とr地質情報｣の欄は,最新

の情報を盛り込むために最後に入稿し,校正段階で数

字の修正をしたものです.ともに,9月30目までの集

計結果が示されています.

◇9月10日東京で行われた研究講演会では,地質ニュｰ

スの販売も行い,8月号は50人近い方に購入頂きまし

た.約300人の参加者の中には購読者も多数含まれて

いたはずなので,この購入数はかなりの割合とみて良

いのでしょう.最近は,購読申し込みも増えつつあ

り,編集担当者としては身の引き締まる思いです.

｢地質情報｣の欄にも書いた通り,読者からの鏡いレ

スポンスが当所員の認識を改めるという場合がありま

す.ご意見等を編集委員会までお寄せ下さい.

◇最近はまた,r学会掲示板｣への掲載依頼も多く,約

3分の1はこのようた申し込みで構成されています.

余り長いものは困りますが,掲載は無料ですのでご活

用下さい.

◇4月から東京のある大学で,非常勤講師として3年生

を対象に講義と実験を週一回担当することにたり,最

初の時間に簡単たテストをして地質学の知識の程を調

べてみた.講義の参考資料にするためである.期待に

反してと言うべきか,予想どうりと言うべきか,現在

の進学過程で,地(質)学は著しく軽視されているら

しい.結果は惨謄たるものであった.中学や高校での

教育はどうたっているのだろうか.
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地質ニュｰスに寄稿される方へ
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地球科学各分野の最近の話題･総説･解説放ど多

方面の原稿を募ります.

原稿は図･表･写真を含め,原則として刷上がり

15ぺ一ジ以内とします.これをこえる場合は事務

局に相談して下さい.地質ニュｰス原稿用紙(25

x18字)4枚半カミ1ぺ一ジに相当します.

ワｰドプロセッサｰ使用の場合も,A4判用紙に

1行25字とし,行数は20-25行程度として下さい

句読点･引用符などもすべて1字として下さい.

図･表･写真は本文とは別に1枚1ぺ一ジとし

て,それぞれに番号をづけるとともに,希望する

掲載サイズを余白に記入して下さい.これらにつ

げる説明文は,本文とは別の原稿用紙に書いて下

さい.とくに図と写真は,縮小率を考え鮮明たも

のを提出して下さい.

原稿の右欄外に図･表･写真の希望する挿入位置

を鉛筆で記入して下さい.

表紙やグラビアに用いるカラｰ写真は,ブリソト

版の他に原版のポジ(スライド)を提出Lて下さ

い.プリント版のみの場合は,カビネ～六切サイ

ズ(表紙は六切)のものに限ります.

原稿は事務局に提出して下さい.編集委員会から

受付カｰドを発行します.掲載は原則として受付

順としますが,速報性の高いものは優先的に印刷

したいと思います.
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